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高齢者を交通事故から守る県民運動実施中
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特 報！！ 本庄東小学校 全国大会制覇！
〜第54回交通安全子供自転車全国大会〜

　８月７日（水）東京ビッグサイトで開催された「第54回交通安全子供自転
車全国大会」に出場した埼玉県代表（※）の本庄市立本庄東小学校チームが47
都道府県代表の頂点に立ち、埼玉県勢として初めて全国優勝を果たしまし
た。また、全国大会史上初めて、団体優勝、個人優勝、学科テストと自転車
安全走行テストの成績が優秀なチームに授与される「文部科学大臣賞」の３
賞を独占するという快挙を達成しました。

※６月29日（土）彩の国くまがやドームで開催された「第53回交通安全子供自転車埼玉県大会（埼玉県
交通安全対策協議会後援）」での優勝校が埼玉県代表として全国大会に出場

　以下、本庄東小学校の交通安全に関する取り組みや子供自転車大会に向けた取り組みなどを紹介しております。

１　はじめに
　本庄東小学校は、児童数624名、23学級の学
校です。北は利根川を挟んで群馬県伊勢崎市と接
する、水と緑豊かな自然環境に恵まれた地域にあ
ります。苦難を乗り越え、大事業「群書類従」編
纂を成し遂げた、盲目の偉人：塙保己一先生の出
身地でもあります。地区内には国道17号、旧中山
道など交通事故の発生が心配される危険箇所も多
く、日頃から家庭、地域、関係機関と連携し、交
通安全に対する意識を高める取り組みを進めてお
ります。
２　学校・家庭・地域が一体となった安全対応

　市内の交通危険箇所、
また交通量の多い通りを
通学してくる児童が多く
います。登校時には、交
通安全指導員さんや学校
応援団（児童見守り隊

等）による通学路や危険箇所の安全指導に、下校
時には、全家庭（PTA）および教職員が主体の
「交通安全・防犯パトロール」を毎日実施してい
ます。交通事故危険箇所等情報をまとめた「東小
PTA安全マップ」も作成し、全家庭等に配布し、
家庭内からの交通安全指導にも活かしています。

３　交通安全地域リーダーの育成
（交通安全子供自転車大会の参加を通して）
　平成26年より、自転車競技を通して交通安全の
意識と技能を高める「交通安全子供自転車大会」
に、本庄警察署・市交通安全協会・市役所等の指
導・支援を受け取り組んできました。選手児童
は、県大会で初優勝した昨年度から「全国大会優
勝」を合言葉に、チーム一丸となり自らの技能・
知識を高めてきました。また、警察署管内の大会
参加校とも、合同練習を行い、お互いに切磋琢磨
し技能を高めるとともに、地域の交通安全を守る
役割を確認し絆を深めてきました。全国大会で
は、お世話になった指導者、支援者、先輩方への
「想い」と「感謝」を心に留め、力を発揮するこ
とができ、目標の優勝をつかむことができまし
た。選手９名は、今回の全国優勝を糧に、自転車
大会の練習で学んだ「自転車の正しい乗り方」や
「交通安全の知識」を、交通安全運動出陣式や市
安全研修会等にも積極的に参加し、地域の子供た
ちからお年寄りの方々
まで多くの方々に、交
通事故防止に向けての
意識や態度を進んで伝
えています。

〜本庄東小学校の活動〜
（本庄東小学校寄稿）

【交通安全運動・出陣式】

【PTA安全マップ】
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１．「（社福）埼玉県身体障害者福祉協会自動車部会」
　　の概要
　昭和35年、障害者が運転免許を取得できるよう
になりました。生活する上で足代わりとなる車は
便利なものですが、当時は高価な代物でした。
　それから16年近く経過した昭和51年３月、当部
会は、埼玉県身体障害者福祉協会の内部組織とし
て結成されました。さらに、昭和53年から54年に
かけて、市町村の福祉協会にも自動車部会が作ら
れました。部会では、運転免許を所持している会
員を集めて、安全運転に関する法規講習会や技能
講習会、また、一泊研修会・交通安全祈願祭など
の事業に取り組んでいます。

２．活動内容
⑴自動車安全運転技能競技大会
　昭和56年６月に第１回安全運転技能競技大会を
開催し、12月には第２回大会を国立障害者リハビ
リテーションセンターにおいて、参加者102名で
盛大に開催しました。その後、昭和58年の第３回
から、（一財）東厚生会「あずまえん自動車教習
所」等の施設で開催しています。
　今年度は第39回を開催し、障害者の足となる車
を如何に安全に運転出来るかを競い、会員のスキ
ルアップと親睦交流で絆を深め、また、良かった
所悪かった所を教習所の教官からアドバイスいた
だき技能向上に役立てています。

⑵運転技能講習会
　交通教育センターレインボー埼玉の協力により
今年で第24回になります。制動距離や低μ路走
行、車幅感覚体験などの講習を通じ交通安全・運
転技術を身につけています。

⑶一泊研修会・交通安全祈願祭
　毎年一泊研修会を開催して、宿泊先で交通安全
に関した研修を行い、また、会員同士の親睦を図
るため懇親会を実施しています。
　また、翌日には神社に参拝して交通安全祈願祭
を実施しています。

⑷無事故無違反者表彰式・法規講習会
　無事故証明書を取り寄せて、５年刻みで該当者
を募り、協会長と部会長の連名で表彰状を授与し
会員同士で祝福します。また、その後、交通安全
協会の講師による法規講習会を行い、安全運転に
取り組んでいます。

特 集 交 通 安 全 活 動 の 紹 介
〜（社福）埼玉県身体障害者福祉協会自動車部会の活動〜

（埼玉県身体障害者福祉協会寄稿）

＜講習会の様子＞

＜優勝チームへの賞状贈呈の様子＞

＜研修会の様子＞
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埼玉県からの
お知らせ

埼玉県からの
お知らせ 令和元年9月末現在の交通事故発生状況

〜交通事故死者数90人　全国ワースト６位〜

 １　死者数90人 全国ワースト６位

　埼玉県内における令和元年９月末現在の交通事
故による死者数は90人（前年比－40人）で、都道
府県別の死者数は全国ワースト６位でした。人身
事故件数、負傷者数はともに前年同期に比べ減少
しています。

 ２　埼玉県内の交通事故死者の状況

⑴　年齢層別の状況
　65歳以上の高齢者が43人（前年比－14人）で最
も多く、全体の約半数を占めています。

※構成率は四捨五入しています。

⑵　状態別の状況
　自転車乗用中が28人（前年比－６人）で最も多
く、次いで歩行者が25人、四輪車乗車中が22人で
した。

⑶　高齢者の交通事故死者の状況
　高齢者の交通事故死者も自転車乗用中が18人で
最も多く、次いで歩行者が14人で、歩行者と自転
車乗用中を合せると高齢者の死者のおよそ４分の
３を占めています。

※構成率は四捨五入しています。

　特に、昼夜別でみると、自転車乗用中の半数、
歩行者では９割を超える方が夜間に亡くなってい
ます。
昼夜別死者数
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支部長　橋本　龍太郎　様
埼玉県遊技場景品卸商業組合
組合長　小林　東拡　様
埼玉県立大宮南高等学校　様
さいたま市運転代行協会
会長　清水　利和　様
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理事長　小川　秀樹　様
白岡市交通安全母の会　様
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埼玉推進本部　様
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日本道路（株）　北関東支店　様
能代　弘美　様
東松山滑川仏教会　様
富士見市交通安全母の会　様
水野　雅元　様
三好　秀映　様
𠮷貞戸田市場若戸会
会長　成澤　弘泰　様
匿名希望者様
匿名希望者様
匿名希望者様
埼玉交通安全フェア２０１８実行委員会　様

合　　計

団体名又は氏名 住　　所 寄附金額 団体名又は氏名 住　　所 寄附金額

団体名又は氏名 住　　所 寄附金額

○交通遺児に対する寄附者

○交通安全対策事業に対する寄附者

コバトン
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平成31年２月１日から令和元年９月30日までに、次の寄附が寄せられました。紙面を借りて感謝申し上げます。

　当協議会では、交通遺児等及び交通安全対策事業
に対するご支援をお願いしております。

１　交通遺児に対する寄附
　⑴郵便局　振込用紙による振込（手数料無料）
　　※事務局にご連絡ください。
　⑵武蔵野銀行県庁前支店　普通　１１３８３９
　　名義　埼玉県交通安全対策協議会事務局長
２　交通安全対策事業に対する寄附
　埼玉りそな銀行県庁支店　普通　３５０７９８５
　名義　埼玉県交通安全対策協議会事務局長

　当協議会では、県内在住の18歳以下の交通遺児等
（交通事故により、死亡又は重い障害を負った保護
者に養育されている子供）を対象に、援護金等を給
付しております。
１　援護金（同居世帯の総所得額による制限有）
　⑴給付額　遺児１人につき、年額10万円
　⑵申請期限 令和２年１月31日（５月給付予定）
２　援護一時金
　⑴給付額　遺児１人につき、10万円（１回のみ）
　⑵申請期限 令和２年２月28日（５月給付予定）
３　提出先
　　みずほ信託銀行　浦和支店　営業課

〜交通遺児援護基金について〜 〜ご寄附のお願い〜

詳しくは
ＨＰへ！



お　知　ら　せお　知　ら　せ

6

「きらめき３Ｈ運動」実施中

　高齢者の交通事故を防止するため、高齢歩行者
等の安全確保を目的とした「きらめき３

トリプルエイチ

Ｈ運動」
を推進しています。（表紙参照）
　※３Ｈとは、「早めのライト点灯、反射材着

用、歩行者保護」の略称。
　例年、年末にかけて交通死亡事故が多発する傾
向にありますので、上記運動へのご理解をお願い
いたします。

「交通遺児等援護１００円募金」実施中

　交通遺児等に援護金及び援護一時金を給付する
ため、１人100円を目安とした募金活動を実施中
です。
 １　実施期間
　令和元年10月１日（火）～12月31日（火）
 ２　振込先
　⑴ 郵便局

　振込用紙を送付します。事務局へご連絡く
ださい。（手数料不要）

　⑵ 武蔵野銀行　県庁前支店
　　　普通預金　１１３８３９
　　　名義　埼玉県交通安全対策協議会事務局長

「埼玉交通安全フェア２０１９」を開催します

◆日時：令和元年12月１日（日）
　　　　11時～16時
◆場所：アリオ上尾　光の広場　ほか
　　　　（上尾市大字壱丁目367）
　落語家「三遊亭鬼丸師匠」の落語会、自転車や
自転車ヘルメットが当たるお楽しみ抽選会、反射
材などの交通安全グッズの配布、サポカー試乗会
などを行います！ぜひお越しください。
（主催：埼玉交通安全フェア２０１９実行委員会）

「冬の交通事故防止運動」を実施します

 １　運動期間
　令和元年12月１日（日）から14日（土）まで
 ２　スローガン
　人も車も自転車も　安心・安全　埼玉県
 ３　県重点
　⑴ 飲酒運転の根絶及び路上寝込み等による交通

事故防止
　⑵ 子供と高齢者の交通事故防止
　⑶ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交

通事故防止

機器の販売から 

交通安全教室の   

運営・設営まで、 

何でも  

ご相談下さい！ 

LED ミニ信号機 

特許第 4414709号      型番：FBS-R1R 

自転車シミュレーター 

歩行者シミュレーター 歩行者シミュレーター

自転車シミュレーター

〒１７０－０００４ 

東京都豊島区北大塚 1丁目１５番１７号 

ＴＥＬ：０３－３９１７－５６１３ 

http://www.fujibousai.co.jp 


